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1 はじめに

「生物と無生物との違いはなんですか？」という問いに、私たちはどのように答えられる

でしょうか。この問に対しての答えは「生物は生殖活動を行う」や「生物は自ら決定・行動

する」など、様々な回答がされると思います。しかし、より明確な境界というものは非常に

難しく思われます。一人の人間から、脳などの臓器、細胞、タンパク質、遺伝子とスケール

を少しずつ落としていく時、どこからが無生物なのでしょうか。これに対して物理学から生

物にアプローチすることで、生物というものを深く知り、生物モデルに定量的な理解を与え

ます。物理学を用いて各階層の生命現象を理解し、この階層をつなぐ原理や原則を見出すこ

とによって生命現象を解き明かしていく試みが、多くの物理学者、そして生物学者によって

行われています。

2 講演内容

物理学がどのようにして生物を取り入れているか、具体的な例を示しながら紹介を行いま

す。その中でも特に、生物の動きに着目したモデルについて中心的に説明します。また、題

材は生物についてではありますが生物学の予備知識は不要な内容にします。取り扱う現象に

ついても基本的に簡単なもの（例：イワシの集団による渦運動）であり、説明を前提としま

すので、これまでに生物学を学んだことがない方にも難しくない講演を行います。物理、数

学の知識としても最低限として、大学入学当時に学ぶ偏微分などを知っていれば取り組みや

すいという程度です。
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